
　
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
お

慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
平

素
は
、
地
元
企
業
を
は
じ
め

関
係
各
位
に
は
格
別
の
ご
厚

情
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
報
告
さ
れ
て
か
ら
、

早
く
も
１
年
が
経
と
う
と
し

て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で

に
経
験
の
な
い
非
常
事
態
宣

言
が
出
さ
れ
る
な
ど
、
我
が

国
の
経
済
に
大
き
な
影
響
を

も
た
ら
し
て
お
り
ま
す
。
日

本
商
工
会
議
所
の
景
気
動
向

調
査
で
は
、
昨
年
５
月
に
は

全
業
種
の
業
況
が
△
６
５
・

８
ポ
イ
ン
ト
ま
で
落
ち
込

み
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
時

を
超
え
る
戦
後
最
大
と
い
わ

れ
、
秋
以
降
も
再
び
感
染
拡

大
に
よ
り
回
復
に
向
け
た
足

取
り
は
重
い
ま
ま
で
推
移
し

て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
10

月
ま
で
に
全
国
で
休
廃
業
・

解
散
し
た
企
業
が
４
３
，
８

０
２
件
と
同
期
比
２
１
・

５
％
の
増
加
と
い
っ
た
デ
ー

タ
も
あ
り
、
経
営
者
は
事
業

や
雇
用
の
維
持
に
必
死
で
取

り
組
ん
で
い
る
も
の
の
、
事

業
継
続
へ
の
努
力
は
限
界
に

達
し
つ
つ
あ
り
、
幅
広
い
業

種
で
事
業
存
続
の
危
機
的
状

況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
商

工
会
議
所
と
し
て
も
中
小
企

業
相
談
所
を
中
心
と
す
る
相

談
業
務
と
行
政
に
よ
る
支
援

策
と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ
禍
へ

の
対
応
支
援
と
し
て
、
環
境

の
変
化
に
素
早
く
対
応
し
、

コ
ロ
ナ
を
契
機
と
し
て
新
製

品
や
サ
ー
ビ
ス
開
発
、
業
態

転
換
、
販
路
開
拓
、
デ
ジ
タ

ル
化
へ
の
対
応
な
ど
に
積
極

果
敢
に
挑
戦
す
る
経
営
者
を

し
っ
か
り
後
押
し
、
こ
の
正

念
場
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
よ

う
、
事
業
者
と
地
域
経
済
回

復
の
た
め
に
力
を
尽
く
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
商
工
会
議
所
８

つ
の
部
会
運
営
と
駅
周
辺
を

中
心
と
す
る
市
街
地
の
再
整

備
に
よ
る
活
性
化
な
ど
を
検

討
す
る
特
別
委
員
会
に
よ
る

活
動
や
個
別
企
業
が
自
ら
の

力
で
は
解
決
で
き
な
い
地
域

が
抱
え
る
課
題
に
対
す
る

「
政
策
要
望
活
動
」、
地
場
産

業
の
市
場
拡
大
や
地
域
商
業

全
体
の
集
客
力
向
上
な
ど

「
地
域
振
興
活
動
」、
企
業
の

活
動
基
盤
強
化
を
図
る
「
経

営
支
援
活
動
」
な
ど
の
委
員

会
事
業
を
通
じ
て
、
商
工
会

議
所
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
一

層
高
め
、
頼
ら
れ
る
身
近
な

商
工
会
議
所
を
目
指
し
活
動

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
地
元
企
業
・

商
店
の
皆
様
と
商
工
会
議
所

役
員
・
議
員
・
職
員
一
丸
と

な
っ
て
、
行
政
や
関
係
機
関

と
も
連
携
し
つ
つ
、
地
域
の

力
を
結
集
し
、
こ
の
危
機
を

乗
り
越
え
、
産
業
振
興
と
地

域
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
最
後
に
２
０
２
１
年
は
感

染
症
の
終
息
と
経
済
活
動
の

平
常
化
に
よ
り
、
延
期
と
な

り
ま
し
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
地

元
湘
南
ひ
ら
つ
か
七
夕
ま
つ

り
な
ど
の
行
事
が
開
催
さ
れ
、

そ
し
て
皆
様
に
と
り
ま
し
て

平
穏
で
輝
か
し
い
年
に
な
り

ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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新
た
な
年
を

　
　
　
迎
え
て平塚市議会議長 

片　倉　章　博

新
た
な
年
を

　
　
　
迎
え
て

　
令
和
三
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
新

年
の
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
日
頃
よ
り
平
塚
市
議
会
に
対
し

ま
し
て
御
指
導
、
御
鞭
撻
を
賜
り
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
、
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
延
期
、

緊
急
事
態
宣
言
の
発
令
な
ど
、
私
達
の
生

活
は
大
き
な
影
響
を
受
け
、
現
在
も
、
速

や
か
な
終
息
を
願
う
日
々
を
送
っ
て
い
ま

す
。

　
平
塚
市
で
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
景
気
低

迷
に
様
々
な
対
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
皆
さ
ま
の
御
協
力
に
よ
り
、
ひ
ら

つ
か
☆
ス
タ
ー
ラ
イ
ト
ポ
イ
ン
ト
の
発
行

総
額
は
15
億
１
６
６
７
万
円
（
プ
レ
ミ
ア

ム
分
含
む
）
と
な
り
ま
し
た
。
感
染
拡
大

防
止
と
経
済
活
動
の
両
立
を
は
か
る
中

で
、「
新
し
い
生
活
様
式
」
の
実
践
例
の

一
つ
で
あ
る
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
」

が
推
進
さ
れ
、
市
内
経
済
の
活
性
化
の
後

押
し
に
な
っ
て
い
る
こ
と
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　
本
年
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
だ
け
で
な
く
、
平
塚

市
に
と
り
ま
し
て
も
、「
第
70
回
湘
南
ひ

ら
つ
か
七
夕
ま
つ
り
」
な
ど
、
昨
年
中
止

と
な
り
ま
し
た
様
々
な
行
事
の
開
催
が
控

え
て
お
り
ま
す
。
緊
急
事
態
宣
言
や
自
粛

要
請
の
強
化
に
よ
り
、
経
済
活
動
が
大
幅

に
制
限
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
落
ち
込
み
は

大
き
く
、
回
復
に
は
時
間
が
か
か
り
そ
う

で
す
が
、
地
域
経
済
の
持
続
的
発
展
に
つ

な
げ
て
い
く
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。

　
今
後
も
貴
商
工
会
議
所
と
の
連
携
を
ま

す
ま
す
密
に
す
る
こ
と
が
、
住
み
よ
い
ま

ち
・
選
ば
れ
る
ま
ち
と
し
て
本
市
の
魅
力

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
、
そ
の
結
果
、
地
域

経
済
に
も
好
循
環
を
生
み
出
す
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
平
塚
市
議
会
と
し
ま
し
て
も
、
住
民
福

祉
の
増
進
に
向
け
複
雑
多
岐
に
わ
た
る
市

民
の
要
望
を
公
正
か
つ
厳
粛
に
受
け
止

め
、
真
に
26
万
市
民
の
負
託
に
応
え
る
議

会
と
し
て
、
責
務
を
完
遂
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
御
理
解

と
御
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
平
塚
商
工
会
議
所
の
更
な
る

御
発
展
と
会
員
各
位
の
御
繁
栄
並
び
に
御

多
幸
を
心
か
ら
御
祈
念
申
し
上
げ
ま
し

て
、
年
頭
の
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

平 塚 市 長

落 合 克 宏

新
年
に
よ
せ
て

新
年
に
よ
せ
て

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
平
塚
商
工
会
議
所
の
皆
さ
ま
に
は
、

健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
翻
弄
さ
れ
た
一
年
で
し
た
。
事
業
者
の

皆
さ
ま
に
は
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
形

で
の
経
済
活
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
な
が
ら

も
、
感
染
防
止
な
ど
に
ご
協
力
い
た
だ

き
、
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
い
ま
だ
収
束
の
兆
し
は
見
え
ず
、
感
染

拡
大
に
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続
く
こ

と
か
ら
、
令
和
３
年
は
こ
の
危
機
を
乗
り

越
え
る
こ
と
に
総
力
を
挙
げ
、「
コ
ロ
ナ

に
打
ち
勝
つ
ま
ち
」
を
テ
ー
マ
に
市
政
運

営
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、
市
民
の
「
い

の
ち
」
と
「
く
ら
し
」、
そ
し
て
平
塚
の

「
ま
ち
」
を
守
る
た
め
に
、
着
実
に
実
行

す
べ
き
こ
と
は
多
数
あ
り
ま
す
。
今
年
は

こ
れ
ら
に
集
中
し
な
が
ら
、
メ
リ
ハ
リ
を

重
視
し
ま
す
。
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据

え
、
そ
の
先
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
の
カ
ギ
と
な
る
施
策
を
加
速
・
進
化
さ

せ
、
将
来
に
わ
た
っ
て
「
さ
ら
に
、
選
ば

れ
る
ま
ち
、
住
み
続
け
る
ま
ち
」
に
な
れ

る
よ
う
、
か
じ
取
り
を
進
め
ま
す
。

　
経
済
分
野
で
は
、
地
域
経
済
を
円
滑
に

回
し
続
け
る
取
り
組
み
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響
は
、
特
に
中
小

企
業
で
深
刻
で
す
。
そ
の
た
め
、
経
営
面

や
金
融
面
の
支
援
を
行
う
ほ
か
、Ｉ
Ｔ
サ

ー
ビ
ス
導
入
に
伴
う
働
き
方
や
雇
用
の
促

進
が
図
ら
れ
る
よ
う
後
押
し
し
ま
す
。

　
昨
年
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
推
進

や
消
費
喚
起
に
よ
る
経
済
活
性
化
を
目
的

に
発
行
し
た
「
ひ
ら
つ
か
☆
ス
タ
ー
ラ
イ

ト
ポ
イ
ン
ト
」
の
売
り
上
げ
は
、
総
額
15

億
１
千
万
円
以
上
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。
事

業
者
の
皆
さ
ま
か
ら
も
大
変
好
評
で
、
ウ

イ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
け

る
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
新
し
い
形
を
示

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
の
活
用
の

可
能
性
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
検
討
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　
見
附
台
周
辺
地
区
で
は
、
ま
ち
づ
く
り

が
形
に
な
っ
て
現
わ
れ
ま
す
。
３
月
に
は

飲
食
店
舗
や
生
活
関
連
店
舗
な
ど
が
入
っ

た
民
間
収
益
施
設
が
次
々
と
オ
ー
プ
ン
し

ま
す
。
商
業
者
の
皆
さ
ま
と
力
を
合
わ

せ
、
中
心
市
街
地
に
活
力
と
に
ぎ
わ
い
を

生
み
出
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
延
期
と
な
っ
た
70
回
の
節
目
を
迎
え
る

七
夕
ま
つ
り
と
花
火
大
会
は
、
感
染
状
況
を

慎
重
に
見
極
め
、
新
た
な
日
常
に
配
慮
し
な

が
ら
開
催
で
き
る
方
向
性
を
探
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
平
塚
商
工
会
議
所
を
は
じ
め

地
元
企
業
の
皆
さ
ま
に
は
、
本
年
が
幸
多

き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

２
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令和３年度へ向けて平塚市への予算・政策要望

平塚市の高度地区（中心市街地）における高さ制限撤廃について陳情

　令和２年12月17日に常盤平塚商工会議所会頭より落合平塚市長並びに片倉平
塚市議会議長・秋澤副議長に令和３年度に向けて予算・政策要望書を手渡した。
　今回は、新型コロナウイルス感染症により、経済活動の正常化に長期戦も覚悟
しなければならない中、経済対策という観点から厳しい経営環境にある中小企
業・小規模事業者の支援を主に地域経済を支える企業の経営環境の維持・改善、
そして中心市街地の再開発推進を重点に次の要望をした。さらに４項目の中心市
街地における高さ制限については、平塚市商店街連合会の理事と商工会議所役
員・各部会長の署名を添えて同日別途撤廃・緩和を陳情した。

１.新型コロナウイルス感染症による影響の長期化を見据え
た中小企業・小規模事業者の事業継続に向けた支援
　新型コロナウイルス感染症の完全な収束が見通せず、経営者は
事業や雇用の維持に必死で取り組んでいるものの、事業継続への
努力は限界に達しつつあり、多数の廃業・倒産に至ることが強く
懸念されている。すべての事業者がこの正念場を乗り越えられる
よう、事業継続のための支援を強化・拡充いただきたい。

２.平塚駅周辺整備と中心商店街再整備の促進
　戦後大きな発展を遂げてきた中心商店街は古い建物も多く、大
規模な再開発による街の再生が必要であり、行政主導による再整
備の促進が求められている。新たな街づくりに向けた取り組みや
駐輪対策など買い物環境の向上など、中心商店街の活性化に更な
る支援をお願いしたい。

３.中心商店街空き店舗対策の強化
　これまで行政との家賃補助による空き店舗への出店誘致や改装
費補助による魅力ある店舗づくりに対策を講じているが、オー
ナーへの支援も含め、さらなる取組みが求められている。また、
行政としても空き店舗を福祉や教育・文化的活用により人が集ま
る、賑わいを創出する仕掛けづくり、有効活用いただきたい。

４.中心市街地の高さ制限規制緩和による再開発への促進
　中心市街地における高度制限は再開発やマンション等の高度利
用を阻害し、中心商店街の活性化をはじめ、まちづくりが停滞し
ているものと思われる。特に平塚駅周辺においては、長年に亘り
街の魅力づくりの再開発・再整備事業が進んでいない。一部条件
による規制の緩和策があるが、中心商店街においては是非とも撤
廃や大胆な変更・緩和への取組みをお願いしたい。

５.中心市街地のマンション等建設における１～２階商業施
設設置の強化
　中心市街地の商店街に中・高層のマンション建設が計画される
と、開発指導要綱では商店街の機能を維持する目的で１・２階に
商業施設設置を誘導しているが、残念ながら強制力に欠けること
から賑わいを伴わない利活用になっている。強制力による指導か
メリットなどの誘導策により、商店街の連続性を保ち、賑わいを
創出するよう検討いただきたい。

６.公共施設の老朽化に伴う合理的施設への建て替え促進
　公共施設の「勤労会館」「青少年会館」「教育会館」は、効率的
運用や老朽化対策などから整備の方向性が示されている。さらに
「図書館」「博物館」も同様で多くの市民が集い・賑わいを創出で
きる新しい時代に向けた魅力ある複合施設としての再整備を検討

いただきたい。建て替えに際しては、まちの賑わい創出に結びつ
くことから駅周辺も重要な候補地としていただきたい。

７.幹線道路網の整備促進
　交通網は社会生活・経済活動を支える基本的なインフラであ
り、神奈川県にも要望していますが、次の主要幹線道路網の整備
促進をお願いしたい。
❶湘南新道の国道129号以西の整備促進
❷秦野中井インター・平塚アクセス道路の事業化
❸東浅間大島線の大島交差点以北への整備促進
❹倉見大神線（伊勢原－大神軸）の整備促進

８.鉄道網乗り入れの整備促進
　鉄道網の整備は道路網と並んで社会資本整備の基本であり、社
会生活、そして災害時を含め安心・安全なまちづくりや産業振興
による都市の発展に重要な役割を担っている。次の鉄道網の整
備、ネットワーク化に関して一層の検討をいただきたい。
❶相模線の平塚駅乗り入れ
❷相鉄いずみ野線の平塚への延伸
❸相鉄いずみ野線のツインシティへの延伸

９.公共工事や各種施設管理委託業務、物品調達等に地元企
業への優先発注
　平塚市においても安心・安全に生活することができるよう必要
な公共事業予算の確保。そして、地域経済において地域を支え、
街づくりや災害時における協力やボランティア活動など地域貢献
に努めている地元企業を優先に十分配慮した発注を引き続き要望
する。各施設の管理委託・指定管理や物品調達などについても同
様の配慮をお願いしたい。

10.サッカー専用スタジアムの整備促進
　湘南ベルマーレは本市の知名度、経済効果、市民の誇り、ス
ポーツ振興、魅力的なまちづくりに大きな役割を担っている。現
在検討されている専用スタジアムの整備については、行政の支援
が不可欠であり、更なる支援・協力をいただきたい。

11.商工業者支援団体（商工会議所）活動事業への補助金確保
　商工会議所は地域商工業の発展を目指し、産業振興事業・中小
企業相談事業として行政との協働、補助金により各種事業を展開
している。新型コロナウイルス感染症が蔓延している中、事業者の
資金繰りなど各種経営相談に対応するとともに国や県・市からの
様々な要請を受け、給付金や助成金など各種支援策の周知・活用
による支援を行っている。引き続き中小・小規模企業者の経営を下
支えする商工業者支援団体の活動事業へ予算措置をいただきたい。

　平塚駅周辺の中心街は昔からの建物も多く消費低迷もあり、再開
発・再整備によるまちの魅力づくり・再生が強く求められている。
平塚市では平成20年９月に地域特性に応じた秩序ある市街地環境の
形成を図ることを目的に高度地区の変更がされ、高さ制限を周辺都
市と同じような条件で全市に規制をかけ、実質建物高さの最高限度
を定めるものとなっている。
　当商工会議所では当初より中心市街地については反対の意見を申
し上げていた。中心市街地では、一定面積以上に適用される総合設
計制度を活用すると高度に対して規制緩和策が設けられているが、

現状として殆どの土地所有者・地権者は区画が狭く基準をクリアー
する案件は、これまでも極めて少ない。
　都市間競争に遅れず、有効な都市整備に諸施策を講じなければな
らないときに外部から資本投入されず、不動産価値の下がる、魅力
が感じられない街になりつつあると危惧しており、街の発展に大き
く影響を及ぼしている。
　将来への都市計画による良好なまちづくりに向けて、中心市街地
においては、高さ制限の撤廃や大胆な変更・緩和への再考を要望す
る。

３
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環境に配慮した JXTGエ
ネルギー製品を製油所から
の大型ローリー直送また弊
社の平塚オイルヤードより
小型ローリーにて工場・施
設の皆様へお届けしており
ます。
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湘南スープカレー海月 kurage
店 主　横山和彦さん

　はじめまして。2020年７月26日にテラス付きの小さな
お店を八重咲町にオープン致しました、湘南スープカレー
海月kurageと申します。
　５月迄、相模原市のJR 横浜線矢部駅前で17年程営業
しておりました。その頃から住まいは平塚でしたので通勤
に距離は感じていましたが、寄る年波には勝てず数年前か
ら平塚に移転を考えておりました。丁度良い物件が見つか
ったら丁度コロナの真っ只中、前進か後退か悩みました
が、この平塚の地で新たに頑張っていこうと決断致しまし
た。どうぞよろしくお願い致します。
　当店のウリは、スパイスとスープの深い味わいはもちろ
んですが、出来る限り地元の湘南野菜を使い、時期によっ
てその時々の旬の野菜も取り入れた20品目の旬菜が、一
杯のスープカレーにたっぷり入っているところです。味も
ボリュームもご満足頂ける逸品です。
　カレーは７種類、味は４種類ございますので、色々な組
み合わせでお楽しみ頂けます。お近くにお越しの際はぜひ
美味しいスープカレーに舌鼓を打って下さい。

■湘南スープカレー海月 kurage
〒254－0811　平塚市八重咲町3－17ブルーショア湘南1Ｆ
TEL：0463－79－8732　　定休日：月曜日
営業時間：【火・水・金・土・日】11：30～15：00（L.O.14：30）

17：30～20：30（L.O.20：00）
【木】 11：30～15：00（L.O.14：30）

　当社は、1955年に平塚で創業し、今年で65年経過しま
す。業務内容としては、化学・食品関係等ユーザー様に、
圧力容器の製作及び据え付け、配管工事などを中心に行っ
ております。主に平塚市内のお客様を中心に営業しており
ますが、地方出張工事も行っております。
　現在社長は2代目であり、今後は3代目の専務が現場の
管理等を取り仕切って行こうと考えております。
　当社は誠実な貢献心をモットーにユーザーの要求にも迅
速に対応してきており、市内近郊においても当社の製品及
び工事などの認知度も幅広く知れ渡っております。社内に
おいては工事安全教育・安全運転の鉄則に力を注いでおり
ます。また、日頃から労働災害防止にも努めております。
　当社は、地域工業界はもとより地域に根差した企業とし
て、これからも営業してまいりますので、今後とも宜しく
お願い致します。

■江藤工業株式会社
〒254－0074　平塚市大原3－35
TEL：0463－32－2333　　営業時間：８：30～17：00
定休日：第２・４・５土曜日、日曜日、祝祭日

江藤工業株式会社
代表取締役 江藤勝彦さん

平塚商工会議所会員さんクローズアップ！
わが街の素敵なお店・会社の紹介

●地域総合経済団体である商工会議所の組織力を高め、地域の未来を創造しましょう！

会員増強キャンペーン実施中！
  平塚市内のお知り合いの事業者さま・お取引先さまをご紹介下さい。

平塚商工会議所は皆様の経営を寄り添ってサポート致します。　　お問合せ：業務課22-2510
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人間関係、対人関係で
ストレスを抱えている方
人間関係、対人関係で
ストレスを抱えている方

0463－58－8740

心とことばの研究所

湘南話し方センター

話す力・聞く力・伝える力

検索経営セーフティ共済

経営セーフティ共済のご案内経営セーフティ共済のご案内 ～中小企業倒産防止共済制度～
経営セーフティ共済は、取引先事業者の倒産の影響を受けて、中小企業が連鎖倒産や経営難に陥ることを防止するための共済制度です。
■加入資格
１年以上継続して事業を行っている中小企業者で条件に該当する
方です。

■制度の特色
❶掛金は税法上、法人の場合は損金、個人の場合は必要経費に算
入できます。

❷解約はいつでも可能です。（12か月未満は掛捨てです）
❸もし、取引先が倒産した場合、掛金の積立金の10倍の範囲内
（最高8,000万円）で被害額相当の貸付が受けられます。
❹共済金の借入条件は無担保、無保証人です。
　（最初の６か月は据え置き）元金均等返済。ただし、共済金の
1/10に相当する額は、掛金総額から控除され、他の加入者が

利用する貸付金の原資として充てられます。
❺取引先事業者に倒産が生じていなくても、急に資金が必要と
なった場合、解約手当金の範囲内で貸付けが受けられる「一時
貸付金」の制度があります。

■掛金
掛金月額は、５千円～20万円までの範囲（5,000円刻み）で自由に
選べ、掛金総額800万円になるまで積み立てられます。

【お問合せ先】
平塚商工会議所 経営支援課　℡0463-22-2511
（独）中小企業基盤整備機構　℡050-5541-7171

（共済相談室）

検索小規模企業共済

小規模企業共済制度のご案内小規模企業共済制度のご案内 ～小規模企業の経営者のための退職金制度～
小規模企業共済制度は、個人事業主（共同経営者含む）または会社などの役員の方が事業をやめられたり退職されたりした場合に、
生活の安定や事業の再建を図るための資金をあらかじめ準備しておくための公的な共済制度です。
■加入資格
常時使用する従業員の数が20名以下（商業、サービス業は5名以下）
の個人事業主や共同経営者、会社等の役員の方が対象です。

■制度の特色
❶掛金は全額が課税対象所得から控除となり節税効果がありま
す。例えば、毎月3万円の掛金（年間36万円）で、課税対象所得
400万円の方ならば約11万円の節税になります。

❷共済金は「退職所得扱い」または「公的年金等の雑所得扱い」と
なり、税制面でも優遇されています。

❸一定の資格を有する方は、納付した掛金の範囲内で事業資金

等の貸付制度を利用できます。
■掛金
掛金月額は１千円～７万円までの範囲（500円単位）で自由に設定
できます。加入後も掛金月額は増額・減額できます。

【お問合せ先】
平塚商工会議所 経営支援課  ℡ 0463-22-2511
（独）中小企業基盤整備機構  ℡ 050-5541-7171

（共済相談室）

特定退職金共済制度のご案内特定退職金共済制度のご案内 ～企業も従業員も将来安心な退職金共済制度～
中小企業が従業員の確保と定着を図れるように毎月定額の掛金を支払うだけで将来支払うべき退職金を計画的に準備できるよう
設けられた退職金制度です。
■加入資格
当商工会議所の地区内にある事業主（事業所）であれば、誰でも従業
員（専従者控除の対象者を除く）を加入させることができます。
ただし、加入できる従業員は満15歳以上85歳未満に限ります。

■制度の特色
❶掛金は１人月額30,000円まで非課税です。
❷過去勤務期間の通算の取扱ができます。
過去勤務期間通算―最高10年間、過去勤務通算口数―最高22口

❸この制度を採用することにより、退職金制度が容易に確立出
来ます。

❹毎月定額の掛金を支払うことにより将来支払うべき退職金を
計画的に準備できます。

❺中小企業退職金共済制度との重複加入も認められます。
ただし、他の特定退職金共済制度との重複加入は認められません。

■掛金
❶掛金月額は１人１口1,000円で、最高30口まで加入できます。
❷口数の増加はお申出により、30口を限度として加入口数を増
加させることができます。

【お問合せ先】
平塚商工会議所 業務課  ℡ 0463-22-2510

６
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税理士法人あおば 湘南支店
https://aoba-tax-shonan.tkcnf.com/

土曜日も無料相談（要予約）実施中！！

TKC全国会所属

平塚市八重咲町７－２５ 八重咲大木ビル２０１号
TEL：0463-79-5271 FAX:0463-79-5261

相続、創業、経営改善、融資相談、補助金申請、税金の事
一人で悩まずに税理士へ相談してみませんか？

紙面広告掲載企業募集中

【問合せ】総務課  TEL 22－2510

Planning
&

Design

内　　　容
特定事業者への申込書類の発送時期

実 施 時 期
令和２年12月11日㈮
令和２年12月14日㈪
令和２年12月14日㈪～令和３年２月10日㈬

商工会議所における窓口業務の受付開始
特定事業者の申込期間

容器包装リサイクル関連情報 循環型の新しいリサイクル社会の構築をめざす「容器包装に係る分別収集および再
商品化の促進等に関する法律（容器包装リサイクル法）」が平成７年制定され、

続いて、家電、食品、建設資材、自動車の各リサイクル法も制定され循環型社会を実現させるための法体系をつくっています。
事業者に対する排出抑制を推進するための措置の導入、事業者が市町村に資金を拠出する仕組みの創設、再商品化の義務を果たさない事業者
に対する罰則の強化等を内容とする改正容器包装リサイクル法が平成18年６月に公布され施行されています。

■資源の有効利用と環境を守るためにリサイクル
事業者の皆様は重要な役割を担っています。事業者の方々が個々の役
割を果たすことで我が国のリサイクルの輪がつながります。

■容器包装を利用･製造する事業者の皆様にはリサイクルの義
　務があります。
容器包装リサイクル法による義務は、指定法人(財団法人日本容器包
装リサイクル協会)へ委託することで果たせます。義務を怠ると指導
および助言、勧告および命令を経て罰則が適用されます。

■判定チャート・・・
あなたは再商品化(リサイクル)の義務を負う事業者(特定事業者)？
事業規模は？
● 製造業等の場合　 売上高2億4千万円超または従業員数21名以上
である

● 商業・サービス業の場合　売上高７千万円超または従業員数６名以
上である

「容器」「包装」への係わりは？
● 容器を利用して商品を販売している
● 容器の製造をしている
● 包装を利用して商品を販売している…いずれも委託･輸入を含む
その素材、種類は？
● ガラス製の容器
● PETボトル
● プラスチック製の容器包装
● 紙製の容器包装…のいずれかである
■再商品化の義務を負う事業者の可能性がある場合は、お問
　合せください。
[容器包装のリサイクルについての問合せは]
財団法人 日本容器包装リサイクル協会 
コールセンター  Tel:03‐5251‐4870　HP:http://www.jcpra.or.jp/

令和２年度の再商品化義務履行の委託申込期間について
　令和２年度の再商品化義務の履行に向けた委託申込の受付が以下の
とおりとなりますので、ご理解･ご協力をよろしくお願いいたします。

[ 再商品化の委託契約については ]　平塚商工会議所 地域振興課 Tel:２２－２５１２

【
補
助
対
象
例
】

平塚市補助金のご案内 ITサービス導入支援補助金
対面せずにサービスを提供するための導入費用へ補助金を支給いたします。

※次に該当する者は補助対象外となります
　【市税の滞納のある者・暴力団排除条例に該当する者及びこれら
　の者と密接な関係を有する者・性風俗関連特殊営業を行う者】３／４（上限100万円）補助額

オンライン授業 オンライン診療 ECサイト グループウェア労務管理システムオンライン会議
・面会システム

市内に事業所がある中小事業者
※医療法人、学校法人、社福、一社、NPO、各種組合など幅広く対象になります。　※既に実施済みの取組も対象になります。

令和２年２月17日から令和３年３月31日まで
令和３年２月28日まで
非対面型ビジネスモデルへの転換に向けて導入したITサービス等の費用の一部を負担いたします。

補助対象者

対 象 期 間
申 請 期 間

補 助 内 容

【お問合せ先】平塚市産業振興課　TEL 0463－21－9758
●当所でも、申請支援を行いますので、お気軽にお問い合わせください。　TEL 0463－22－2511・2512

７
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★１月４日㈪・18日㈪　★２月１日㈪・15日㈪　 ※相談時間30分

★１月６日㈬　★２月３日㈬ ※相談時間30分

★随時開催 ※相談時間30分程度
★随時開催 ※相談時間30分程度

★随時開催 ※相談時間30分程度

★１月７日㈭・21日㈭
★２月４日㈭・18日㈭ ※相談時間１時間30分

★１月15日㈮
★２月19日㈮ ※相談時間60分

★１月８日㈮　★２月12日㈮ ※相談時間30分

平塚商工会議所　中小企業相談所１月１月 専門家による定期相談のお知らせ２月２月

●契約上の留意点・取引上のトラブル ●事業に係る法的な相談　等

●事業計画書の作成方法について ●開業資金の借入方法について
●各種創業支援策について　等

●帳簿のつけ方や申告の方法 ●事業に係る相続の問題
●株式会社等を設立するには ?　等

●新製品やアイデアの特許をとるには？　等

●残業時間の上限規制  ●年次有給休暇の時季指定義務
●働き方改革関連助成金　等

●事業プランを見てもらいたい ●資金の運用面や企業の体質を改善するには？
●人事・労務管理等のアドバイスが欲しい　等

●事業承継の進め方 ●自社株式等資産の承継 ●事業承継計画策定　等

●生産管理や製造・技術等について

相談内容（例）相談日相談事項
法 律 相 談

創 業 相 談

税 務 相 談

特 許 相 談

経営・労務相談

製造・技術相談
事 業 承 継 相 談

働き方改革相談

ご利用方法 ご相談（★）は予約制となっておりますので、事前に下記までお申込み下さい。なお、相談料については無料です！ 
平塚商工会議所 経営支援課  TEL.0463－22－2511／ FAX.0463－24－0079　　※相談時間枠を超える相談及び業務を直接依頼される場合は別途費用が掛かります。

●平塚商工会議所女性会役員会

●平塚商工会議所役員・議員「新春の集い」

●内外情勢調査会平塚支部懇話会

●平塚商工会議所青年部１月定例会「YEG・マスター会合同交流会」
　～がんばろうYEG！受け継がれし原動力～

●湘南ひらつかふれあいマーケット（平果地方卸売市場）

●平塚商工会議所青年部三役会

●第２回ひらしんWeb創業応援セミナー

●第87回日本商工会議所販売士検定試験
●平塚商工会議所青年部２月定例会「第31回YEG公開セミナー」

●第157回日本商工会議所簿記検定試験
●湘南ひらつかふれあいマーケット（平果地方卸売市場）●第221回日本商工会議所珠算検定試験

●内外情勢調査会平塚支部懇話会

●平塚商工会議所青年部役員会
●平塚商工会議所定例常議員会

●平塚商工会議所青年部三役会

●平塚商工会議所確定申告事務指導会（2/24～3/2）
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